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年 4 回発行の季刊紙です。 
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『百一』 
こうの 史代/著 日本文芸社 

『いろは判じ絵』 
岩崎 均史/著 青幻舎 

『なんで信長は 
お城を建てたの？』 

畑中 英二/著  

にしざか ひろみ/画 新泉社 

『三国志が好き！』 
渡邉 義浩/著 岩波書店 

『百人一首』 
名木田 恵子/著  

二星 天/絵 岩崎書店 

お城が建てられた当時のことを想像する
とわくわくしませんか？中学生のホタカ
もそのひとり。織田信長が建てた安土城の
発掘体験に参加しますが、その調査結果に
ますます好奇心を刺激されて…。 

叶わぬ恋、秘密の恋、終わって
しまった恋。百人一首の様々な
「恋」の和歌にまつわる話を、
物語として楽しめる短編集で
す。あなたも古の人々が三十一
字に託した想いに触れてみま
せんか。 

中国 4000 年の歴史で、たった 60 年に過
ぎない三国志が、現在でも小説、アニメ、
ゲームを通して、人々を魅了する理由と
は？ 
そんな三国志の面白さに、本書は 7つの
切り口から迫ります。 

江戸時代に流行した、絵で見る 
なぞなぞ“判じ絵”が約 500 問紹介
されています。 
浮世絵の一種でもある、遊び心いっ
ぱいの“判じ絵”はパラパラと眺め
るだけでも十分楽しめます！ 

一首一首を 12 文字のひらがなで
表現し、やわらかいタッチと個性
的なキャラクターでその情景が描
かれています。 
百人一首の世界をぐんと身近に 
感じられる一冊。気になる一句が
きっと見つかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『サマーレスキュー』 
二宮 敦人/著 文藝春秋 

『ケーキ王子の名推理７』 
七月 隆文/著 新潮社 

新しく入った本から、本の主人公を紹介します。 

他にも展示本を紹介します♪ 
 

『Love Letters』 

作道 雄/編著 ステキブックス 
 

『チョコレートのおみやげ』 

岡田 淳/文 植田 真/絵 

BL 出版 
 

『ほんのきもち』 

朝吹 真理子 他/著 扶桑社 
 

『秘密のチョコレート』 

今野 緒雪/著 岩本 薫/著 

我鳥 彩子/著 はるおか りの/著 

櫻川 さなぎ/著 集英社 
 

『ありがとう、さようなら』 

瀬尾 まいこ/著 KADOKAWA 

ティーンズコーナー〈展示〉12月～3月のテーマ 

『あいだのわたし』 
ユリア・ラビノヴィチ/作 細井 直子/訳 岩波書店 

クリスマス、お正月、バレンタイン、卒業式・・ 

普段は照れくさい気持ちも、ものや言葉にして大切な人に

届けてみたくなる、温かい本をあつめました。Ⓣ 

『小さな暮らしのおすそわけ』 

ミスミ ノリコ/著 

主婦と生活社 

『児童文学キッチン』 

小林 深雪/文  

福田 里香/料理 

講談社 
 

高価なもの、特別なものが 
用意できなくても 

日々の生活で余るもの、 
偶然手に入ったものを 

気持ちを込めて包むだけで 
素敵なプレゼントに。 

手軽で小さなおすそわけの形を 
提案してくれる一冊です。 

 

 

時代を超え愛される物語に 
まつわるお話とともに、レシピが 

紹介されている本。 
可愛らしくておいしそうなお菓子に 
ページをめくるたびわくわくします。 
プレゼントにぴったりなお菓子も 

載っているので、 
手作りしてみるのもいいかも。 

お気に入りの物語を見つけてみては？ 


